
北九州市

福岡市

①導入背景 ～飯塚市の概況～

 福岡県のほぼ中央に位置し、⾯積213.96㎢、⼈⼝127,449⼈（令和2年12⽉現在）。

【現在の課題】
 ⾼齢社会・⼈⼝減少社会の進展
⼈⼝は、1995（平成7）年の140,463 ⼈をピークに減少。
⾼齢化率は30％。

 地域コミュニティの担い⼿不⾜
⾼齢・⼈⼝減少社会は、⼈材の不⾜、⾃治会加⼊率の
低下など、地域のつながりが薄れ、防災・防犯等地域
課題解決への悪影響。

 脱マイカー社会の必要性
近年の研究から、⾃動⾞社会は健康への悪影響（例：メタボや⽣活習慣病）も指摘されて
おり、脱⾃動⾞化による歩く習慣づくりが必要。

 医療費・介護給付費の増⼤
当市の国⺠健康保険医療費は、最近の5年間で約13％、介護給付費は約20％増と急増。⽣活
習慣病の予防のため、若年者からの健康への取り組みが重要。
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空き家対策

歩行
増進
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②導入経緯 ～課題解決に向けた取り組み～



本市の健幸都市将来像
「すべての⼈が健康で いきいきと 笑顔で暮らせるまち」の実現をめざし、
ICT⾼度活⽤によりこれまでの取り組みを加速させるべく以下のサービス
導⼊を図る。
ｻｰﾋﾞｽ①：「健幸ﾎﾟｲﾝﾄｻｰﾋﾞｽ」による市民の意識改革と行動変容、健幸の実現

 歩数、イベント等への参加をポイントし、インセンティブを付与

 実証前・後に健康測定（体組成計測定）し、効果を測定・検証

ｻｰﾋﾞｽ②：健幸まちづくり型「MaaS」の開発と実導入

 エリア内でタクシー運航（アプリによる乗降）、利用状況の把握、今後の可能

性について検証

ｻｰﾋﾞｽ③：ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ活用による「まちづくり意思決定支援サービス」の開発と実践

 ①②④の情報を一元化（プラットフォーム）作成、情報を蓄積

 対象者の行動様態により、今後の整備方針の決定支援

ｻｰﾋﾞｽ④：公的不動産（PRE）活用による「健幸づくりｽﾃｰｼｮﾝ」モデルの開発

 商店街の空き店舗を利活用し、健康関連の企業誘致（健康食、健康器具等）

 健幸づくりステーション：企業活動とともに健康情報の提供 など 3

③実施内容 ～本事業の目的～



・事業の効率化を図るため、将来的にデータプラットフォームを構築を目指す。
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④目標 ～データプラットフォームの考え方～



●健康無関心層への働きかけ

生活習慣病の予防に必要な運動量不足
（６７．５％）

運動充足
（３２．５％）

運動実施意思なし
（７１．０％）

運動実施意思あり
（２９．０％）

健康的な生活を送るための
情報収集・試行

していない している している
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⑤本年度の取組み ～健康無関心層への働きかけ～

◎成人の７割が健康に無関心
◎新たな健康情報を得ようとはしない

情報収集・試行の動き

資料：平成22年筑波大学久野研究室（有効回答1,914名）

①インセンティブ策による働きかけ

健幸ポイントによる行動変容

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

81.9 5.8 12.3 0

健幸ポイントは行動変容のきっかけとなりますか

そう思う どちらともいえない 無回答 そう思わない
資料：平成30飯塚市健幸ポイントやる気アップアンケート調査（519名）
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⑤本年度の取組み ～いいづか健幸ポイント～

《参加者数目標値》

《今年度の実績（歩数＆体力年齢）》

出典：つくばウェルネスリサーチ、タニタヘルスリンク

2020(R2) 2021(R3) 2022(R4) 2023(R5) 2024(R6)

健幸ポイント事業参加者 650⼈ 2,090⼈ 3,380⼈ 5,040⼈ 6,540⼈
個別運動プログラム教室 100⼈ 160 200⼈ 220⼈ 240⼈
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参加者全員の歩数推移

全体(n=412) 男性(n=149)

平均年齢 全体 58歳
男性 57歳
⼥性 59歳
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⑤本年度の取組み ～いいづか健幸ポイント～

《建てつけ》

事業形態：２市２町連携による⼤規模健幸プロジェクト
予 算：内 閣 府（ヘルスケアプロジェクト事業）

スポーツ庁（運動･ｽﾎﾟｰﾂ習慣化促進実証事業）

《いいづか健幸ポイント事業概要》

参加要件：20歳以上の市内居住者

し く み：活動量計又はｱﾌﾟﾘで参加

→歩く、図る、参加すること等でポイントを獲得

→年間最大5,000ptを獲得することが可能

《主な目標と実際の成果》

⽬標項⽬ 募集⼈員 実績

ポイント事業参加者数 ６５０人 約８００人

インフルエンサー認定者数
＊健康情報伝道師

２６０人 約１５０人

個別運動プログラム教室
＊筋トレ、ステップ運動等

１００人 約 ８０人



◇「健幸ポイントサービス」と「まちづくり意思決定⽀援サービス」
・「健幸ポイントサービス」で市⺠の健康意識と健康増進を実現
・当該サービスで取得されるビッグデータを、まちづくりにも活⽤する、官⺠win‐win
のデータ活⽤モデルを実現
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⑥今後の予定 ～本事業で実現するサービス～


